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　衆議院議員の任期は４年、その間に国民の意見を
聞こうとなれば解散して選挙が行われる。今回はそ
れもなく１１月で任期満了となろうとしている。
　この任期の４年間何も問題がなかったのだろうか。
安保法制で憲法９条は骨抜き、国防予算は増大、消
費税は５、８、10％へと増税の一途だがそのお金は
どうしたのか。福祉はよくなった？そのあげくコロ
ナ禍がやってきた。病床が足りない、スタッフが足
りない、保健所はてんやわんや、そして死にそうに
なっても入院できず自宅療養だって。こんな状況で
行われる長らく待たされた衆議院選挙、何を基準に
選べばいいのか。自民党は今の世の中を見ればわか
る。
　では野党はどうか。9月8日「安保法制の廃止と
立憲主義の回復を求める市民連合（市民連合）」が
呼びかけ、野党4党（立憲、共産、社民、れいわ）
が共通政策に合意した。市民が野党４党を結び付け
た。いいじゃない！
　政策を見てみよう。違憲部分の廃止から公平で透
明な行政まで、６ジャンル２０項目ある。私たちの
願いである平和を求める項目は日本国憲法の精神に
基づきあらゆる外交努力で行うと言っている。そこ
で６項目の中から特に関心の寄せたいところを見つ
けてみよう。
　項目の３.「格差と貧困を是正する」を考えてみる。
「最低賃金の引き上げや非正規雇用、フリーランス
の処遇改善により、ワーキングプアをなくす」とあ

る。そして「・・住宅、教育、医療、保育、介護に
ついて公的支援を拡充し・・・・」そうだ、このま
え女性学、ジェンダー研究で有名な上野千鶴子氏が
言っていた。「介護は資格のない人でもできるよう
に変わってしまったのですよ。人件費の切りつめ、
介護保険の後退です」と。そう介護というあんな大
変な仕事を、介護保険ができる前は女性、特に嫁の
当然の仕事として無償で行われてきた。それが介護
保険のおかげで仕事として出来てきたのに、また安
い労働として扱われることになる。すると大変な仕
事に加え賃金が安ければ人は集まらない。介護事業
所が減っていく。頼もうとしても難しくなる。この
ことは若い働く人たちの問題でもある。周りを見て
もパートで働く人のなんと多いことか。高齢になり
寝たきりになっても、認知症になっても生きていか
なければならない。その時どんな暮らしができるの
か。
　今度の選挙は自分に直面している課題にてらして
投票に行きましょう。ボーっと生きていては５才児
に叱られてしまうかもしれません。

　
市民連合による「衆議院総選挙における野党共通政策の提言」

 1.憲法に基づく政治の回復
 2.科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策の強化
 3.格差と貧困を是正する
 4.地球環境を守るエネルギー転換と地域分散型経済システムへの移行
 5.ジェンダー視点に基づいた自由で公平な社会の実現
 6.権力の私物化を許さず、公平で透明な行政を実現する


